
税理士事務所様向け SKYSEA Client Viewのご紹介

テレワークを活用した働き方が可能 になりました

これまで、税理士は、税理士法において2か所以上の事務所を設けることを禁じられていました。

しかし、ICT化とウィズコロナ時代への対応として、事務所設置規定の見直しが行われ、

2022年4月1日より税理士や税理士事務所に所属する職員もテレワークを活用した働き方が可能になりました。

テレワークの「見える化」と「情報漏洩対策」を支援

2022年3月22日、改正税理士法が成立

SKYSEA Client View が
テレワークの「見える化」・「情報漏洩対策」を支援いたします

税理士が職員を

管理監督する仕組み
無資格の職員が税理士補助業務を行う場合、

税理士が職員を管理監督する必要があります。

個人情報を

適切に管理する仕組み
税理士事務所では給与情報等、多数の個人情報を

取り扱います。テレワークや出張でPCを持ち出す際に、

さらに情報の漏洩に気を付けなければなりません。

税理士事務所がテレワークを実施する場合、以下の仕組みが必要です

紛失・盗難

による

情報漏洩

改正後これまで

税理士法第40条第3項

税理士は、税理士事務所を二以上設けてはならない

法第40条に規定する

「事務所」として認定されるかの定義が明確ではなく

といったような議論がたびたびされていました。

税理士が自宅で仕事するのは、

2か所事務所に該当するのか？

出張先のホテルで仕事するのは？

2か所事務所は「外部表示の有無」のみによって判断

されることが明確化。

テレワークも事務所以外の場所に看板を出すなど

「外部表示」をしていなければ問題ないこととされま
した。

税理士や職員も

テレワークが

可能に

税理士 職員

職員の

業務状況を

確認
ログの確認
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SKYSEA Client Viewでご支援できるテレワークの「見える化」・「情報漏洩対策」

日々のPC操作内容をログとして収集

PCのさまざまな挙動をログとして記録し、複数の条件でログを検

索できます。注意すべきアラートログのみを一覧で表示でき、問題

の特定に役立ちます。※Mac端末の場合、一部収集できない項目があります。

複数条件で

検索可能

USBデバイスの取り扱いを制限

容易に情報が持ち出せるUSBデバイスなどの利用を制限し、リス

クを軽減。デバイス1台ずつに対して使用制限の設定ができるの

で、組織の運用に沿った管理が可能です。

事実関係の調査や原因の究明に

特定のファイルに対する操作内容をさかのぼって追跡を行い、操作の前後

の内容を一覧で表示できます。状況の早期把握に役立ちます。

ログを取得することで…

テレワーク中のクライアントPCの稼働状態を確認

クライアントPCごとに起動 / 終了、ログオン / ログオフ、操作開始 / 終了

ログを取得します。クライアントPCの稼働時間を確認できます。

時間帯別に稼働状況が把握しやすいレポートを出力することも可能です。

全部門で使用可能

監査部門のみで

使用可能

使用不可

ルール違反の操作が

行われた場合、

利用者本人に

メッセージを通知

管理画面の「デスクトップビュー」でクライアントPCの操作画面が確認できます。

どんな操作が行われているのかを、より具体的に把握することができます。

デスクトップビューで

クライアントPCの利用状況を具体的に把握

クリックするだけで制限や通知の設定が可能

チェックをつけるだけで制限や通知の設定が可能

各種PCの操作を制限

ファイルのWebアップロードや、業務に不要なアプリケーションの使

用など、クライアントPC / グループ / ユーザー単位で制限設定が

行え、情報漏洩の防止にお役立ていただけます。

一方的に操作を禁止するだけでなく、メッセージでユーザーに注意

を促すことも可能です。


